
令和５年２月 1 日発行 
町の鳥：ひばり　町の花：れんげ　町の木：乙女椿

人　口	21,101 人 [785]	(＋37	[－		4])
　男	 10,558 人 [314]	(＋21	[－		3])
　女	 10,543 人 [471]	(＋16	[－		1])
世帯数	 9,404 戸 [363]	(＋18	[－		6])

まちの動き 1月1日現在（前月比）
※内、[　] は外国人数
※平成 24年 7月 9日
から人口・世帯数は
外国人住民を含んだ数
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表 紙
二十歳のつどい

は
た
ち
、

　

決
意
新
た
に

青空と緑と産業のまち青空と緑と産業のまち
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◦ 
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
よ
る
保
険
料
の
軽
減

◦ 

医
療
保
険
で
の
自
己
負
担
額
の
軽
減
、
高

額
医
療
費
の
限
度
額
、
入
院
時
食
事
負
担

額
の
判
定

◦ 

介
護
保
険
の
各
種
減
額
証
の
交
付

◦ 

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
負
担
上
限
額
の

判
定

　

社
会
保
険
料
や
生
命
保
険
料
、地
震
保
険
料

な
ど
の
所
得
控
除
を
受
け
る
申
告
を
す
る
と
、

翌
年
度
に
課
税
さ
れ
る
住
民
税
が
少
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、公
的
年
金
等
の
収
入
額
が
4
0
0
万

円
以
下
で
あ
り
、か
つ
そ
の
他
の
所
得
金
額

が
20
万
円
以
下
の
方
は
、「
確
定
申
告
」の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、こ
れ
ら
の
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は「
住
民
税
の
申
告
」が
必
要
で
す
。

①	

営
業
や
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
が
あ
る
方

②	

地
代
や
家
賃
収
入
な
ど
の
不
動
産
所
得
が

あ
る
方

③	

給
与
所
得
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・	

令
和
4
年
中
の
給
与
の
収
入
金
額
が

2
0
0
0
万
円
を
超
え
る
方

・	

１
カ
所
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て

い
る
方
で
、給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額
が
20
万

円
を
超
え
る
方

・	

２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受

け
て
い
る
方
で
、年
末
調
整
を
さ
れ
な

か
っ
た
給
与
等
の
収
入
金
額
と
給
与
所

得
以
外
の
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額
が

20
万
円
を
超
え
る
方

④	

医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

⑤	

保
険
の
満
期
返
戻
金
な
ど
の
一
時
所
得
の

あ
る
方

⑥	

令
和
4
年
中
の
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額

か
ら
、基
礎
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
を
差

　

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
た
方

で
、所
得
税
で
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
金
額
が

あ
る
場
合
は
、翌
年
度
の
住
民
税
で
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
の
適
用
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、町
が
控
除
額
の
計
算
を
行
う
た

め
、「
住
民
税
の
申
告
」の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。た
だ
し
、所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る

方
は
、申
告
書
の「
特
例
適
用
条
文
」の
欄
に
必

ず
居
住
年
月
日
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」の
添
付
が
必
要

で
す
。（
医
療
費
の
領
収
書
の
添
付
ま
た
は
提

示
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

※
医
療
費
の
領
収
書
は
自
宅
で
５
年
間
保
存

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
税
務
署
か
ら
求

め
ら
れ
た
と
き
は
提
示
ま
た
は
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
）

※
医
療
保
険
者
か
ら
交
付
を
受
け
た
医
療
費

通
知
を
添
付
す
る
と
明
細
の
記
入
を
省
略

で
き
ま
す
。（
医
療
費
通
知
と
は
、健
康
保

険
組
合
等
が
発
行
す
る「
医
療
費
の
お
知
ら

せ
」等
で
す
）

① 

令
和
5
年
1
月
１
日
現
在
、
町
内
に
住
ん
で

い
る
方
で
、
令
和
４
年
中
に
所
得
が
あ
る
方

※
「
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提

出
す
る
方
」、「
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る

給
与
所
得
者
ま
た
は
年
金
収
入
の
み
の
方

で
支
払
者
か
ら
役
場
へ
支
払
報
告
書
が
提

出
さ
れ
て
い
る
方
」
は
、
住
民
税
の
申
告

は
不
要
で
す
。

② 

令
和
4
年
中
に
所
得
が
な
く
て
も
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　

・ 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方

　

・ 

介
護
保
険
の
第
１
号
被
保
険
者

　

・ 

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

　

・ 

所
得
証
明
、
課
税
（
非
課
税
）
証
明
等

を
必
要
と
す
る
方

　

・ 

誰
の
扶
養
に
も
な
っ
て
い
な
い
方

　

・ 

町
外
に
居
住
す
る
方
の
扶
養
親
族
に

な
っ
て
い
る
方

し
引
き
、そ
の
金
額
に
基
づ
い
て
計
算
し

た
税
額
が
配
当
控
除
額
を
超
え
る
方

⑦	

寄
付
金
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

※
ふ
る
さ
と
納
税
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
を
選
択

し
た
方
が
確
定
申
告
す
る
場
合
、ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
の
適
用
が
無
く
な
り
ま
す
。

 　
青
色
申
告
の
方
や
土
地
・
建
物
や
株
式
な

ど
の
資
産
を
譲
渡
し
た
方
は
、確
定
申
告
が

必
要
で
す
。甲
府
税
務
署
で
の
申
告
相
談
対

応
と
な
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

願
い
ま
す
。青
色
申
告
・
譲
渡
所
得
の
申
告
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
も
甲
府
税

務
署
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

  

上
場
株
式
等
に
係
る

所
得
の
課
税
方
式
に
つ
い
て

　

所
得
税
と
異
な
る
課
税
方
式（
申
告
不
要

制
度
・
申
告
分
離
課
税
・
総
合
課
税
）を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  （
例
：
所
得
税
は
総
合
課
税
、住
民
税
は
申
告
不
要
制
度
）

　

令
和
３
年
分
か
ら
は
、上
場
株
式
等
の
配

当
等
に
つ
い
て
住
民
税
で
は
申
告
不
要
を
選

択
す
る
場
合
に
は
、申
告
書
二
面
下
部
に
あ

る
住
民
税
に
関
す
る
事
項「
特
定
配
当
等
の

全
部
の
申
告
不
要
」欄
の
記
載
を
す
れ
ば
よ

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。申
告
不
要
制
度
を

選
択
し
な
い
場
合
は
、国
民
健
康
保
険
税
や

　

個
人
番
号
の
記
載
と

本
人
確
認
書
類
の
提
示

ま
た
は
写
し
の
添
付
が

必
要
で
す
。マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

で
な
い
方
は
、通
知
カ
ー

ド
ま
た
は
個
人
番
号
が

記
載
さ
れ
た
住
民
票
の

写
し
と
身
元
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
、在
留

カ
ー
ド
な
ど
）を
必
ず
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
必
要
で
す

申
告
の
ご
案
内

所
得
税
確
定
申
告
の

ご
案
内

「
住
民
税
の
申
告
」が
必
要
な
方

申
告
を
し
な
い
と
次
の
こ
と
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

年
金
収
入
の
あ
る
方
へ

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

医
療
費
控
除

「
所
得
税
の
確
定
申
告
」が
必
要
な
方

「
青
色
申
告
」と

「
譲
渡
所
得
の
確
定
申
告
」は
税
務
署
へ

住
民
税

税
の
申
告
の

お
知
ら
せ

申
告
期
間
が
間
近
と
な
り
ま
し
た
が
申
告
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

　
町
で
は
前
年
の
収
入
状
況
を
も
と
に
、
住
民
税
の
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方

に
申
告
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合
で
も
申
告
は
で
き

ま
す
の
で
、
ご
自
分
の
収
入
を
確
認
し
、
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
！

問
い
合
わ
せ　
役
場
税
務
課（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
５
）　
甲
府
税
務
署（
☎
２
５
４
‐
６
１
０
５
）

介
護
保
険
料
、後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
ま
た
医
療

費
の
窓
口
負
担
が
増
加
す

る
等
の
影
響
が
生
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

町では、2月16日（木）から3月15日（水）までの間、
税の申告相談を行います。

※土・日・祝日は、2月26日（日）の午前中のみ開催します（地区の限定はありません）

受付時間　午前8時半～午後4時
申告時間　午前9時～ 11時半　午後1時～4時
相談場所　役場庁舎裏　別棟2階会議室

相 談 日 対象地区
2月16日(木) ～ 　22日(水) 	西条一区	・	西条二区	・	清水新居
2月24日(金) ～ 3月2日(木) 	西条新田	・	押越	・	河東中島
3月　3日(金) ～　　9日(木) 	紙漉阿原	・	築地新居	・	飯喰	・	河西
3月10日(金) ～ 　15日(水) 	上河東	・	上河東二区

　申告相談会場では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、職員の手洗い、うがい、マスクの着用
を実施しています。また、ボードの設置や会場の換気、消毒、密の回避に努めています。（窓を開放しますので、暖か
い服装でお越しください）
※申告相談会場へお越しいただく際は、感染拡大防止のため、次の事項についてお願いいたします。
○検温・手指消毒・マスクの着用にご協力をお願いいたします。また、筆記用具、電卓等の持参をお願いいたします。
○申告相談会場には、アルコール消毒液を設置していますので、ご利用ください。
○発熱や咳などの風邪のような症状がある場合は、申告会場への入場をお断りする場合があります。（入り口での

検温を実施いたします。37.5度以上の熱がある場合は入場をお断りします）
○申告相談会場へはできる限り少人数でお越しください。
○滞在時間短縮のため、事前に収支内訳書や医療費控除の明細書など、必要書類を整理・作成して持参してください。
○当日は受付で入場整理券を配布します。配布状況によっては受付を早めに締め切る場合があります。

詳しくは国税庁ホームページ（https://www.nta.go.jp）をご覧ください。
e-Tax・作成コーナーヘルプデスク　　☎0570-01-5901

地区別申告相談日

！ 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、申告受付窓口の混雑緩和を
はかるためにも可能な限りe-Taxや郵送での申告をご活用ください。
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山
梨
県
県
政
功
績
者
表
彰

　

本　

部　

前
団
長　

今
村　
　

力

退
職
消
防
団
員
表
彰
（
銀
杯
）

　

本　

部　

前
団
長　

今
村　
　

力

　

元
第
２
部
部
長　

秋
山　

貴
伸

日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰

　
【
精
績
章
】

　

本　

部　

指
導
部
長　

伊
藤　

克
人

中
北
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰

　

第
３
部　

団

員　

武
井　

泰
志

南
甲
府
警
察
署
長
並
び
に

山
梨
県
防
犯
協
会
南
甲
府
支
部
長
表
彰

　

本　

部　

運
転
手
長　

清
水　

朋
也

　

第
１
部　

団

員　

小
林　

功
二

　

第
２
部　

団

員　

秋
山　

博
利

　

第
３
部　

団

員　

笹
本　

龍
介

　

第
５
部　

団

員　

海
野　
　

広

昭
和
町
長
表
彰

　

第
10
部　

部

長　

中
山　

幸
彦

　

第
１
部　

部

長　

野
呂
瀬　

直

　

第
２
部　

部

長　

丹
澤　

大
樹

　

第
３
部　

部

長　

渡
辺　

晃
次

　

第
４
部　

部

長　

荊
澤　
　

亮

　

第
５
部　

部

長　

田
中　

優
貴

　

第
６
部　

部

長　

小
澤　

友
陽

　

第
７
部　

部

長　

泉　
　
　

順

　

第
８
部　

部

長　

野
澤　

文
生

　

第
９
部　

部

長　

磯
部　

俊
行

　

第
11
部　

部

長　

舟
久
保　

潤

受
賞
者
紹
介

（
敬
称
略
、
階
級
順
）

25
年
勤
続
表
彰

　

本　

部　

副
団
長　

萩
原　

勝
彦

15
年
勤
続
表
彰

　

第
２
部　

班

長　

渡
辺　

隆
行

　

第
３
部　

団

員　

武
井　

泰
志

10
年
勤
続
表
彰

　

第
３
部　

班

長　

斉
戸　

政
宏

　

第
４
部　

団

員　

塩
田　

将
大

山
梨
県
消
防
協
会
会
長
表
彰

　
【
退
職
団
長
感
謝
状
】

　

本　

部　

前
団
長　

今
村　
　

力

　
【
甲
種
功
労
章
】

　

第
３
部　

団

員　

降
旗　

宏
至

　
【
乙
種
功
労
章
】

　

本　

部　

運
転
手
長　

清
水　

朋
也

　

第
２
部　

団

員　

手
塚　

玄
基

　

第
２
部　

団

員　

秋
山　

博
利

　

第
３
部　

団

員　

笹
本　

龍
介

　

第
５
部　

団

員　

海
野　
　

広

山
梨
県
消
防
協
会
甲
府
地
区
支
部
長
表
彰

　

第
１
部　

団

員　

小
林　

一
也

　

第
２
部　

団

員　

滝
口　
　

功

　

第
12
部　

団

員　

望
月　

慶
介

昭
和
町
消
防
団
長
表
彰

　

第
10
部　

班

長　

小
林　

大
介

　

第
４
部　

班

長　

宮
崎　

智
靖

　

第
５
部　

班

長　

三
神　

久
忠

　

第
７
部　

班

長　

花
形　

裕
紀

　

第
８
部　

班

長　

功
刀
慎
一
郎

　

第
９
部　

班

長　

小
屋　
　

聖

　

第
11
部　

班

長　

田
中　
　

淳

５
年
勤
続
表
彰

　

第
６
部　

部

長　

小
澤　

友
陽

　

第
２
部　

甲
要
員　

秋
山　

勇
貴

　

第
４
部　

甲
要
員　

長
瀧　

雄
大

　

第
12
部　

甲
要
員　

萩
元　

勝
博

　

第
１
部　

乙
要
員　

野
沢　

敏
樹

　

第
３
部　

乙
要
員　

近
藤　

純
一

　

第
５
部　

乙
要
員　

海
野　

能
玄

　

第
５
部　

乙
要
員　

久
保
島
暢
俊

　

第
６
部　

乙
要
員　

佐
野　

元
季

　

第
７
部　

乙
要
員　

古
屋　
　

仁

　

第
８
部　

乙
要
員　

依
田　

英
樹

　

第
９
部　

乙
要
員　

坂
田　

聡
明

　

第
11
部　

乙
要
員　

萩
原　
　

武

　

第
12
部　

団

員　

雨
宮　

健
太

昭
和
町
消
防
出
初
式

昭
和
町
消
防
出
初
式

　　

１
月
１
月
９９
日
（
日
（
月月
）、「
）、「
令
和
５
年

令
和
５
年  

昭
和
町
消
防
出
初
式
」
が
挙
行
さ

昭
和
町
消
防
出
初
式
」
が
挙
行
さ

れれ
ま
し
た
。
消
防
活
動
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
消
防
団
の
皆
さ
ま
の

ま
し
た
。
消
防
活
動
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
消
防
団
の
皆
さ
ま
の
各各

種種
表
彰
が
行
わ
れ
、
防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

表
彰
が
行
わ
れ
、
防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　令和５年２月６日（月）から、転出届についてマイナポータルを通じたオンラインでの届出が可能になります。
このサービスを利用する方は、転出（昭和町から他市区町村への引越し）にあたり、昭和町役場への来庁が原則
不要となります。
　電子証明書が有効なマイナンバーカードをお持ちの方で、日本国内での引越しをする方がご利用いただけま
す。単身での引越しの他、ご自身と同一世帯員、ご自身以外の世帯員の方の引越しでも利用可能です。詳しくは 
デジタル庁ホームページをご覧ください。

マイナポータルから
オンラインで転出届を提出できます

デジタル庁ウェブサイト
　https://www.digital.go.jp/policies/moving_onestop_service/

令和５年２月６日スタート‼

※マイナポータルを通じて転出届の提出をした後は、改めて転入先の市区町村の窓口で転入届等の手続が必要です。

　２月19日（日）は昭和町長選挙の投票日です。私たちのまちの代表者を選ぶ大切な選挙です。自ら
の意思で大切な一票を投票しましょう。

投票できる人
□　昭和町の選挙人名簿に登録されている人
□　平成17年2月20日以前に生まれた日本国民
□　令和4年11月13日以前から引き続き3カ月以上昭和町	

　の住民基本台帳に登録されている人

投票所はお住いの地区によって異なります。入場券に記載されている投票所をご確認ください。

！ 第６投票所が変わりました

　 対象の地区（河西・上河東・上河東二区）の方はお間違えのないようご注意ください。
上河東区公会堂（上河東1303-5）　➡　常永小学校体育館（河西15-1）

◆　投票所入場券について
　投票所入場券は、町長選の告示日（２月14日）以降
に郵送します。入場券が届いていなくても、昭和町
の選挙人名簿に登録されていれば投票ができます。
その場合には、本人確認ができるもの（運転免許証
やマイナンバーカード等）をご持参ください。

◆　特例郵便等投票について
　選挙期間中に新型コロナウイルス感染症で自宅・宿泊
療養などをしている人で、一定の要件を満たす人に限り、
特例で郵便投票による投票ができます。
※不在者投票や特例郵便等投票は、手続きに時間がかかり
　ます。希望する人は、早めにお問い合わせください。

告　示　日　　2月14日（火）
投　票　日　　2月19日（日）　午前7時	～	午後8時
投 票 場 所　　投票所入場券に記載の投票所
期日前投票　　［日　時］　2月15日（水）～ 18日（土）
	 　　　　　　　　　　　午前8時30分	～	午後8時
	 　　　　　　［場　所］　昭和町役場　１階ロビー

昭和町長選挙
２月19　日 日　午前７時～午後８時

投
票
日
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▶町長と語らいのとき
　● お問い合わせください。

（総務課 ☎275-8153）
▶行政相談（※）
　日時：２月15日（水） 

午後1時～３時
　場所：役場別棟2階 会議室(南)

（企画財政課 ☎275-8154）
▶教育相談（※）＊正午～午後１時を除く
　日時：祝日を除く火・水・木の

午前9時～午後4時＊ 
　場所：中央公民館2階 相談室
　（町青少年育成カウンセラー

 ☎275-6951）
▶心配ごと相談
　日時：２月８日（水）
　　　午後1時30分～3時30分
　場所：社会福祉協議会で案内
　＊あらかじめご連絡ください。
　（昭和町社会福祉協議会 

☎267-6774）
▶結婚相談
　● お問い合わせください。
　（昭和町結婚相談所 

☎275-1881）
▶障がい者相談支援センター
　　　　「 穂のか」出張相談
　日時：２月10日（金）・24日（金）
　　　　午前9時～正午
　場所：総合会館1階
　 （福祉介護課 ☎275-8784）

※印の相談は事前連絡不要です。
　直接会場にお越しください。

▶ボカシつくり会
　日時：２月20日（月）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏

（環境経済課 ☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお気
付きのことをお寄せください。
◦ホームページ
　https://www.town.showa.
　yamanashi.jp/site/chocho/
　5151.html
◦郵送
　〒409-3880 昭和町押越542-2　
　　昭和町役場 総務課  宛

お知らせ

相 談 日

ご意見

※新型コロナウイルス感染症の影響を
考慮し、中止となる場合があります。

　事前にお問い合わせください。

今村 力 氏と喜代美夫人

受賞おめでとうございます

県
政
功
績
者
表
彰

　

い
き
が
い
ク
ラ
ブ
活
動
に
貢
献
・
尽
力
さ
れ
て
き
た
２
名

の
方
と
１
団
体
に
対
し
、全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
及

び
山
梨
県
知
事
、山
梨
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
か
ら
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

深
澤
俊
子
氏（
清
水
新
居
区
）は
、清
水
新
居
区
い
き
が
い

ク
ラ
ブ
会
長
を
平
成
22
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
務
め
ら

れ
、単
位
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、地
区

の
催
し
で
は
手
書
き
で
作
成
し
た
チ
ラ
シ
を
会
員
へ
直
接
届

け
る
等
、会
員
と
の
交
流
を
積
極
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ

ら
の
功
績
に
よ
り
、「
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰 

育
成
功
労
表
彰
」「
山
梨
県
知
事
表
彰
」を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

井
口
敦
美
氏（
西
条
二
区
）は
、昭
和
町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ

連
合
会
副
会
長
を
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
務
め

ら
れ
、友
愛
訪
問
事
業
で
は
、対
象
者
に
訪
問
や
電
話
で
の
安

否
確
認
を
行
い
、町
民
や
会
員
と
の
交
流
を
積
極
的
に
行
わ

れ
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
功
績
に
よ
り
、「
山
梨
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長
表
彰 

育
成
功
労
表
彰
」を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
西
区
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
で
は
、け
ん
玉
を
用
い
た
交
流

事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。会
員
の
介
護
予
防
と
交
流
を
促

進
す
る
活
動
と
し
て
評
価
さ
れ
、「
山
梨
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
会
長
表
彰 

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
」を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

深澤 俊子 氏

い
き
が
い
ク
ラ
ブ
活
動
の
功
労
者
・
団
体
が
受
賞

河西区いきがいクラブ
林 達雄 会長

昭和町いきがいクラブ連合会
有賀 惠藏 会長

　

令
和
４
年
11
月
20
日
、昭
和
町
消

防
団
前
団
長
の
今
村
力
氏（
河
西

区
）が
県
政
功
績
者
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。今
村
氏
は
、昭
和
63
年

４
月
に
町
消
防
団
に
入
団
し
、以

来
、令
和
４
年
３
月
末
の
退
団
に
至

る
ま
で
防
火
、水
防
及
び
防
災
意
識

の
普
及
啓
発
に
努
め
、各
種
消
防
団

活
動
に
精
力
的
に
参
加
し
、地
域
防

災
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
21
年
４
月
か
ら
は
消
防
団
長

と
し
て
13
年
に
わ
た
り
地
域
防
災

力
の
要
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、幼
少
時
か
ら
の
防
火
意
識

の
啓
発
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、消

防
団
員
を
地
域
の
小
学
校
に
派
遣

し
、消
防
団
活
動
に
つ
い
て
児
童
へ

の
指
導
を
行
い
、消
防
団
活
動
へ
の

関
心
を
高
め
る
な
ど
、地
域
防
災
力

の
強
化
に
も
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

※井口 敦美 氏は
　都合により欠席

　
「
金
婚
祝
金
制
度
」は
、金
婚（
結
婚
50
年
）を
迎
え
る
ご
夫
婦
に
対
し
、お
二
人
の

長
寿
の
お
祝
い
と
、長
年
に
わ
た
り
夫
婦
で
協
力
し
合
い
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
き
た

労
を
ね
ぎ
ら
う
こ
と
を
目
的
に
祝
金
を
贈
る
制
度
で
す
。

　

制
度
の
利
用
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。お
二
人
の
金
婚
の
お
祝
い
に
、ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

昭
和
48
年
４
月
１
日
～
昭
和
49
年
３
月
31
日
ま
で
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦
で
、

次
の
要
件
を
満
た
す
方

●「
金
婚
記
念
日
」以
前
か
ら
引
き
続
き
10
年
以
上
の
住
民
登
録
が
あ
る
こ
と

●
戸
籍
記
載
事
項
に
基
づ
き
結
婚
50
年
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
で
あ
る
こ
と

※「
挙
式
日
」で
は
な
く
戸
籍
上
の「
婚
姻
日
」が
基
準
と
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

贈
呈
内
容　
　

祝
金
３
万
円

申
請
方
法　
　

戸
籍
謄
本
、印
鑑
、通
帳
を
お
持
ち
の
う
え
福
祉
介
護
課
窓
口（
総

　
　
　
　
　
　

合
会
館
内
）で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
　

金
婚
記
念
日
１
カ
月
前
ま
で

支
給
予
定　
　
［
前
期
］11
月（
４
月
～
９
月
に
金
婚
を
迎
え
る
ご
夫
婦
）

　
　
　
　
　
　
［
後
期
］３
月（
10
月
～
３
月
に
金
婚
を
迎
え
る
ご
夫
婦
）

問
い
合
わ
せ　
福
祉
介
護
課　
長
寿
社
会
係（
☎
２
７
５
‐
８
７
８
４
）

結
婚
50
年
を
お
祝
い
！

 
金
婚
祝
金
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　悩み・辛さを抱え込まないで、認知症の人と家族の会の
介護経験者（月・水）や、専門職（火・木・金）の電話相
談員に、まずは話してみませんか。介護のどんなことでも
お聴きします。

認知症のことで困ったらご相談を！

山梨県認知症コールセンター
（若年性認知症対応可）

相談日：月～金曜日（午後１時～５時）
※土日・祝日・年末年始（12/29 ～1/3）は休み

本事業は、公益社団法人認知症の人と家族の会山梨県支部が山梨県
から委託を受けて実施しています。

安心して
ご相談を

■認知症の方の介護について相談したい。
■誰かに話を聞いてほしい。
■介護について利用できるサービスを知りたい。
■もしかしたら家族が認知症かも？
■同じ仲間をもつ仲間同士の交流会に参加してみたい…
　などなどお気軽に。

電
・ ・

話で相談 電
・ ・

話または来
・ ・

所で相談

☎055-254 -7711

　昭和町にお住まいの方で、認知症について知りたいというご
本人やご家族、介護に関する不安や悩み、介護保険を使うタイ
ミング等、どんなことでもお気軽にご相談ください。

昭和町もの忘れ相談
地域包括支援センター（総合会館１階 福祉介護課内）

介護経験者の方との交流を希望される方は、「言いっぱなし聞きっぱなし
カフェ」もぜひご参加ください。

相談日：月～金曜日（午前８時 30分～午後５時 15分）
※土日・祝日・年末年始（12/29 ～1/3）は休み

☎055-275 -8784

まずはお電話を！

秘密厳守 相談無料
（通話は有料）
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税についての作文 表彰
　町では、租税教育推進のため、「税についての作文」を中学生から募集
し、優秀者の表彰を行っています。
　12 月 12 日（月）、町長室にて表彰が行われ、押原中学校の厚母　和花　
さん（３年生）が町長賞を、市川　ひかり　さん（３年生）、重田　夏奈　さん

（３年生）の２名が教育長賞を受賞し、記念品が贈られました。

SHOWA ENGLISH DAY
　11 月 19 日（土）、押原小学校で SHOWA ENGLISH 
DAY が開催されました。町内小学校の児童を対象に、外
国語指導講師（ＡＬＴ）との活動を通じて楽しみながら
異文化理解を深める英語教育プログラムです。
　アメリカ合衆国など外国の文化についてＡＬＴの先生
方に英語で教えてもらいながら、みんなで一緒にダンス
を踊るなど、頭と体を使って楽しく学習しました。

二
は た ち

十歳のつどい
　１月８日（日）、「令和５年昭和町二十歳のつどい」が
地域交流センターにおいて挙行され、233 名が 20 歳を
迎えました。昨年、成人年齢が 18 歳に引き下げられた
ことに伴い、「成人式」から「二十歳のつどい」に名称変
更されての開催となりました。新型コロナウイルス感染
症への対策として、手指消毒や体温測定はもちろんのこ
と、事前に抗原検査を実施するなど、入念な感染対策を
講じての開催となりました。
　式典には 157 名が参加し、華やかな振り袖や爽やかに
スーツをまとった参加者たちが、旧友や恩師との再会を
喜びました。20 歳の大きな節目を迎え、輝かしい未来
に向かって進む皆さんのご活躍をお祈りします。

（※撮影時に限り、マスクを外しています）

昔ながらの風景
　１月、町内で小正月祭りが行われま
した。各地で見られるどんどん焼き（ど
んど焼き）は、火の浄化の力で人々の厄
を払う火祭り行事です。蚕の繭に似せ
たお団子を枝に刺して焼いたり、獅子
舞が舞ったりと、昔ながらの風景が広
がっていました。
　みんなで火を囲み話に花を咲かせる
など、ささやかな賑わいを見せました。

　11月30日（水）、中澤　正志　様（西条一区）
より、町民福祉向上のために役立ててほし
いと金百万円の寄附をいただきました。
　温かい善意をありがとうございました。

善意ありがとうございます

「昭和子育て応援大使」のハローキティも
はたちをお祝いしてくれました！

誓いの言葉を述べる
河西 雅さん

代表して記念品を受け取る
望月 乃衣さん　山本 壮馬さん

「誰か」のこと じゃない
　12 月７日（水）、人権擁護週間に合わせ、イトーヨー
カドー甲府昭和店にて、昭和町人権擁護委員の皆さんに
よる啓発活動が行われました。これは人権擁護委員の活
動の一環で、住民一人一人の人権意識を高めるとともに、
人権について理解を深めてもらうために毎年取り組んで
いるものです。今回は啓発チラシとメモ帳、ボールペン
を配布し、人権尊重思想の普及高揚を呼びかけました。

厚母　和花　さん市川　ひかり　さん 重田　夏奈　さん
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昭和町教育委員会（☎ 275-3737)

まな

はぐく

おし

NO.285　 令和 5 年２月号

押
原
中
学
校

押
原
小
学
校

◎
11
月
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議

内
容（
12
月
承
認
の
概
要
）は
次

の
と
お
り
で
す
。

教
育
長
報
告
事
項	

•
11
月
実
施
四
校
会
の
報
告
に
つい
て

•
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
状
況

と
学
校
行
事
に
つい
て

•
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
児
童
生
徒
の
生

活
実
態
の
把
握
に
つい
て

•
年
度
末
教
職
員
の
人
事
異
動
につい
て

•
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
在
り
方
に

つい
て

•
教
員
の
働
き
方
改
革「
定
時
退
勤

日
」の
取
り
組
み
に
つい
て

•
休
日
の
部
活
動（
体
育
・
文
化
）の

地
域
移
行
に
つい
て

•
令
和
５
年
度
新
入
学
児
童
生
徒
数

に
つい
て

•
ス
キ
ー
教
室
、修
学
旅
行
の
旅
行
業

者
選
定
に
つい
て 

他

生
涯
学
習
課
報
告
連
絡
事
項

•
生
涯
学
習
課
関
係
施
設
の
状
況
に

つい
て 

他

学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

•
12
月
議
会
、補
正
予
算
お
よ
び
新

年
度
学
校
予
算
査
定
に
つ
い
て 

他

協
議
事
項

•
教
育
委
員
会
の
自
己
点
検
・
評
価

報
告
書
に
つ
い
て 

他

　

12
月
14
日
、
１
年
生
に
一
足
早
い

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
本
校
の
教
育
指
導
員
で
あ

る
宮
川
先
生
が
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
後

藤
智
美
さ
ん
と
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

宮
川
先
生
は
、「
ジ
ブ
リ
メ
ド

レ
ー
」や「
く
る
み
割
り
人
形
」な
ど
、

フ
ル
ー
ト
や
オ
カ
リ
ナ
で
演
奏
し
て

く
れ
ま
し
た
。
フ
ル
ー
ト
の
澄
ん
だ

音
色
や
オ

カ
リ
ナ
の

温
か
い
音

色
が
体
育

館
中
に
響

き
渡
り
ま

し
た
。
は

じ
め
は
た

だ
聞
き
入

る
だ
け
の
子
ど
も
た
ち
で
し
た
が
、

自
然
と
手
拍
子
が
出
て
、
楽
し
く
鑑

賞
し
ま
し
た
。
途
中
か
ら
は
、
同
じ

く
教
育
指
導
員
の
中
澤
先
生
が
サ
プ

ラ
イ
ズ
登
場
し
て
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

で
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
「
美
女
と
野
獣
」

を
演
奏
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
生
き
物
が
大
好
き

で
す
。
犬
や
猫
、
う
さ
ぎ
、
ハ
ム
ス

タ
ー
、
昆
虫
、
イ
モ
リ
、
金
魚
、
ウ
ー

パ
ー
ル
ー
パ
ー
…
。
み
ん
な
子
ど
も

た
ち
の
大
切
な
友
達
で
あ
り
相
棒
で

す
。
中
で
も
メ
ダ
カ
は
、
５
年
生
の

理
科
学
習
で
も
登
場
す
る
教
材
と
し

て
も
重
視
さ
れ
る
存
在
で
す
。

　

そ
ん
な
貴
重
な
メ
ダ
カ
を
、
飯
喰

区
長
の
佐
野
様
か
ら
寄
附
し
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。
メ
ダ
カ
た

ち
は
本
校
南

西
側
の
ビ
オ

ト
ー
プ
に
放

流
さ
れ
、
小
川

の
中
を
元
気

よ
く
泳
ぎ
回
っ

て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
大
切

に
見
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
地
域
の
方
々
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
、
常
永
小
の
教
育
活
動

は
、
今
日
も
着
実
に
歩
み
続
け
て
い

ま
す
。

　

11
月
16
日
、
居
住
地
校
交
流
（
西

条
地
区
に
住
ん
で
い
て
他
の
学
校
に

通
っ
て
い
る
児
童
と
の
交
流
）
の
活

動
で
、
６
年
１
組
の
児
童
が
ボ
ッ

チ
ャ
を
体
験
し
ま
し
た
。
昭
和
町
生

涯
学
習
課
や
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
さ

ん
の
支
援
を
受
け
て
、
多
目
的
ホ
ー

ル
に
コ
ー
ト
を
作
り
、
４
チ
ー
ム
に

分
か
れ
て
対
戦
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー

ツ
推
進
員
さ
ん
か
ら
説
明
を
受
け

て
、
実
践
し
な
が
ら
や
り
方
を
学
び

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
思
う
よ

う
に
ボ
ー
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き

な
か
っ
た
り
、
予
期
し
な
い
展
開
に

な
っ
た
り

す
る
こ
と

に
面
白
さ

を
感
じ
て

い
る
よ
う

で
し
た
。

慣
れ
て
く

る
と
様
々

な
作
戦
を
立
て
る
な
ど
駆
け
引
き
も

面
白
く
、
競
技
の
奥
深
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
初
心
者
で
も
十
分
楽
し
め
て

手
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
し
た
。

　

２
学
期
も
ほ
ど
な
く
終
了
と
な
る

12
月
14
日
に
、
飯
喰
地
区
の
小
澤
様

よ
り
、
素
敵
な
贈
り
物
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
れ
は
、ミ
ニ
門
松
で
す
。

毎
年
手
作
り
の
見
事
な
作
品
を
寄
附

し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

門
松
は
中
高

学
年
の
玄
関

に
飾
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

近
年
の
社

会
の
ス
マ
ー

ト
化
が
生
活

の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
一
方
で
、

子
ど
も
た
ち
が
こ
う
し
た
季
節
を
感

じ
る
物
事
に
触
れ
る
機
会
が
徐
々
に

乏
し
く
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
鮮
や
か
な

南
天
や
美
し
い
松
と
竹
の
造
形
に
注

目
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
風
物

詩
の
意
味
や
年
中
行
事
の
由
来
が
、

年
末
年
始
の
家
族
と
の
話
材
に
な
る

と
い
い
な
あ
と
、
感
謝
と
共
に
願
っ

て
お
り
ま
す
。

１
年
生
に
お
く
る

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

い
の
ち
と
や
さ
し
さ
の
贈
り
物

西
条
小
学
校

常
永
小
学
校

教
育
委
員
会

し
た
が
、
今
回
は
全
校
生
徒
が
一
堂

に
会
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
も
便
利
で
す
が
、
人
と

人
が
面
と
向
か
っ
て
話
し
合
う
こ

と
、
リ
ア
ル
な
経
験
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
今
年
度
生
徒

会
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
取
り
入
れ
た
活

動
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。
各
活
動

の
総
括
を
す
る
際

に
は
、
自
分
た
ち
を
振
り
返
り
「
こ

の
活
動
は
無
駄
な
部
分
が
多
か
っ

た
」「
こ
こ
の
部
分
を
変
え
た
方
が

次
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
厳
し
く
も

建
設
的
な
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
こ

と
が
印
象
的
で
し
た
。

　

生
徒
会
役
員
選
挙
、
後
期
生
徒
総

会
が
終
わ
り
、
押
原
中
の
活
動
主
体

が
３
年
生
か
ら
２
年
生
へ
と
引
き
継

が
れ
ま
し
た
。
伝
統
を
引
き
継
ぐ
こ

と
は
、
去
年
と
同
じ
こ
と
を
す
る
こ

と
と
は
違
い
ま
す
。
２
年
生
・
１
年

生
が
、３
年
生
の
残
し
て
く
れ
た「
押

中
魂
」
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
去
年

と
は
一
味
違
う
「
押
中
ス
タ
イ
ル
」

を
つ
く
り
だ
し
て
く
れ
る
こ
と
に
期

待
し
ま
す
。

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に

子
ど
も
た
ち
が
さ
ら
に
押
原
地
区
の

こ
と
を
知
り
、
好
き
に
な
っ
て
く
れ

た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　

本
校
は
、
登
下
校
時
の
見
守
り
活

動
や
授
業
支
援
な
ど
地
域
の
皆
さ
ま

に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
以
前

に
は
「
Ｃ
Ｓ
感
謝
の
つ
ど
い
」
を
行

い
、
感
謝
の
思
い
を
お
伝
え
し
て
き

ま
し
た
。
こ
こ
数
年
、
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
に
そ
れ
も
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に

全
学
年
で
分
担
し
て
感
謝
の
お
手
紙

を
お
送
り
し
ま
し
た
。

す
る
と
何
通
も
の
お

返
事
を
い
た
だ
き
、

温
か
い
励
ま
し
の
言

葉
が
全
校
の
子
ど
も

た
ち
に
届
き
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
見
守

ら
れ
、
支
え
ら
れ
て
押
原
小
学
校
の

子
ど
も
た
ち
が
あ
る
の
だ
と
実
感
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
地
域
の
学
校
と
し
て
お
支

え
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

11
月
中
旬
か
ら
始
ま
っ
た
生
徒
会

役
員
選
挙
の
活
動
が
、
12
月
１
日
の

立
会
演
説
会
、
２
日
の
投
開
票
を

も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。
今
年
度
は

生
徒
会
長
へ
の
立
候
補
者
が
５
名
、

副
会
長
へ
の
立
候
補
者
が
２
年
生
か

ら
５
名
、
１
年
生
か
ら
４
名
と
、
総

勢
14
名
が
選
挙
に
臨
み
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
立
候
補
者
が
こ
れ
か
ら
の

押
原
中
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
の
か
、
ど
ん
な
押
中
生
に
な
り
た

い
の
か
、
自
分
が
考
え
た
押
原
中
の

姿
を
登
校
時
や
給
食
な
ど
の
時
間
を

利
用
し
て
全
校
生
徒
に
伝
え
て
き
ま

し
た
。
選
挙
の
結
果
、
会
長
１
名
と

副
会
長
３
名
が
決

定
し
ま
し
た
が
、

誰
が
当
選
す
る
の

か
予
想
が
つ
か
な

い
ほ
ど
そ
の
内
容

は
拮
抗
し
て
い
ま

し
た
。

　

12
月
12
日
に
は
後
期
生
徒
総
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
５
月
に
行
わ
れ
た

際
は
感
染
症
対
策
と
し
て
各
教
室
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ぶ
形
で
の
開
催
で

 

11
月
５
日
、
絶
好
の
晴
天
に
恵
ま

れ
、
押
原
地
区
「
ふ
る
さ
と
探
検
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
昭
和
町
で
は
道

徳
教
育
推
進
事
業
と
し
て
、
例
年
各

校
で
の
道
徳
授
業
参
観
等
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
本
年
度
は
「
郷
土
愛
」

を
テ
ー
マ
に
本
校
初
と
な
る
「
ふ
る

さ
と
探
検
」
を
行
い
ま
し
た
。
今
は

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
も
あ
る

昭
和
町
で
す
が
、
日
本
国
中
歩
い
て

測
量
し
た
こ
と
で
有
名
な
伊
能
忠
敬

も
歩
い
た
と
い
う
河
内
路
、
鎌
倉
街

道
な
ど
歴
史
あ
る
道
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
豊
か
な
水
を
湛
え
る
地
域
に

は
、
か
つ
て
ホ
タ
ル
が
舞
っ
て
い
た

川
、
今
で
も
自
噴
し
、
飲
料
用
と
し

て
飲
む
こ
と
も

で
き
る
お
い
し

い
水
な
ど
も
あ

り
、
地
域
の
魅

力
を
た
く
さ
ん

発
見
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
域
の
方
に
も
交
通
整

理
や
見
学
場
所
で
の
案
内
な
ど
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

新
し
い
押
原
中
に
向
け
て

ボ
ッ
チ
ャ
を
体
験
し
ま
し
た

季
節
の
風
物
詩
の
贈
り
物

人
と
触
れ
合
い
地
域
に
学
ぶ

「
押
原
地
区
」ふ
る
さ
と
探
検

地
域
の
方
々
か
ら
の
お
手
紙

元気に泳ぐメダカ
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